
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃倉校長先生より、本をたくさん寄贈していただきました！ 

２０２５年度本屋大賞を受賞したものや、映画化が決定したものなど、話題の本ばかりです！ 

ぜひ、読んでみてください♪ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～新刊図書案内～ 

２０２５年度、本屋大賞受賞作品！ 

 

野宮薫子は、溺愛していた弟が急死

して悲嘆にくれていた。 

弟が遺した遺言書から弟の元恋人・

小野寺せつなに会い、やがて彼女が

務める家事代行サービス会社「カフ

ネ」の活動を手伝うことに。 

弟を亡くした薫子と弟の元恋人せ

つな。食べることを通じて、二人の

距離は次第に縮まっていく。 

★カフネ          阿部暁子 ★か「」く「」し「」ご「」と「  住野よる 

地味で目立たない大塚、スポーツ

万能で人気者の高崎、引っ込み思

案で不登校中の宮里、ヒーローに

憧れる三木、天然で明るい黒田。彼

らはみんなには隠している、少しだ

け特別な力を持っている。この力

で何かすごい事が起こせるわけで

もないし、特別役に立つわけでは

ないけれど、この力のせいでクラス

のあの子のことが気になって仕方

ないーー。5 人の高校生それぞれ

の『かくしごと』が見え隠れする、も

どかしい青春物語。 

★みんなを嫌いマン   献鹿狸太

朗 ある日突然 80 億人を救うスーパー

パワーを手に入れた上原至は、“みん

なを守るマン”として今日も地球外

生命体と闘う。致命傷と思える攻撃

を受けても完治し、どんな敵をも薙

ぎ倒し、どこにでもワープできる彼

は生きる伝説となっている。闘うこ

とを強要され、弱音を吐くことを禁

じられ、助けられなかった命に想い

を馳せる全人類の奉仕者は、全人類

の奴隷であった。彼はいつまで皆を

救えばよいのか。彼に救いはあるの

かーー。 

★月まで三キロ     伊予原新 

「この先にね、月に一番近い場所があ

るんですよ。」 

死に場所を探す男とタクシー運転手

の、一夜のドラマを描く『月まで三キ

ロ』。 

不意の出来事に、閉じた心が揺れる

『星六花』。真面目な主婦が、一眼レフ

を手に家出した理由とは…『山を刻

む』 

など、ままならない人生を月や雪が

温かく照らしだす感涙の、６つの物語

からなる理系短編集。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★人魚が逃げた  青山美智子 

ある日 SNS 上で「人魚が逃げた」と

いう言葉がトレンド入りした。 

どうやら「王子」と名乗る謎の青年が

銀座の街をさまよい歩き、「僕の人

魚がいなくなってしまって…逃げた

んだ。この場所に」と語っているらし

い。 

彼の不可解な言動に、人々はだんだ

ん興味を持ち始めーー。 

 

「王子」は人魚と再会できるのか。 

そもそも人魚はいるのか、いないの

か…。 

★ミアキス・シンフォニー 加藤シゲアキ 

ぬいぐるみに本音を吐露する少女、

気軽に付き合う相手を替える青年、

生真面目な大学教員、何かありそう

な料理人…。 

大学や和食屋を舞台に、一つの場面

を異なる視点からたどっていくうち

に交錯していく登場人物たち。 

そして物語の中心人物がわかったと

き、さらなるシンフォニーが奏でられ

るーー。 

 

あなたにとって「愛する」ということ

は何ですか？ 

★小説    野崎まど 

５歳で読んだ『走れメロス』をきっか

けに、内海集司の人生は小説にささ

げられることになった。 

１２歳になると、内海集司は小説の

魅力を共有できる生涯の友・外崎真

と出会い、二人は小説家が住んでい

るというモジャ屋敷に潜り込む。 

そこでは好きなだけ本を読んでいて

も怒られることはなく、小説家・髭先

生は二人の小説世界をさらに豊か

にしていく。 

しかし、その屋敷にはある秘密があ

った。 

 

★藍を継ぐ海  伊与原新 

なんとかウミガメの卵を孵化させ、

自力で育てようとする徳島の中学

生の女の子。 

老いた父親のために隕石を拾った

場所を偽る北海道の身重の女性。 

山口の島で、荻焼に絶妙な色味を

出すという伝説の土を探す元カメ

ラマンの男――。 

人間の生をはるかに超える時の流

れを見据えた、科学だけが気づかせ

てくれる大切な未来。       

きらめく全５篇。 

★ボトルネック  米澤穂信 

亡くなった恋人を追悼するため東尋

坊を訪れていたぼくは、何かに誘わ

れるように断崖から墜落した……は

ずだった。 

ところが気がつくと見慣れた金沢の

街にいる。不可解な思いで自宅へ戻

ったぼくを迎えたのは、見知らぬ

「姉」。もしやここでは、ぼくは「生ま

れなかった」人間なのか。 

世界のすべてと折り合えず、自分に

対して臆病。そんな「若さ」の影を描

き切る、青春ミステリの金字塔。 

★ゲーテはすべてを言った 鈴木結生 

高名なゲーテ学者、博把統一は、一

家団欒のディナーで彼の知らないゲ

ーテの名言と出会う。 

ティー・バッグのタグに書かれたその

言葉を求めて、膨大な原典を読み漁

り、長年の研究生活の記憶を辿るが

……。 

ひとつの言葉を巡る統一の旅は、創

作とは何か、学問とは何か、という深

遠な問いを投げかけながら、読者を

思 い が け な い 明 る み へ 誘 う 。    

若き才能が描き出す、アカデミック冒

険譚！ 


